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通学における交通系 ICカードの使用について（お願い） 

 

日頃より，本校の教育活動にご理解とご協力を賜り，誠にありがとうございます。さて，過日，新聞

等でも報道がございましたとおり，３月１２日より群馬県内の公共交通機関で利用できる交通系 IC カ

ード nolbe（ノルベ）の運用が始まりました。これは，本校児童が通学で使用する JR や各バス会社で

使用することができ，定期券及びバスカードの機能だけでなく，現金をチャージして商店等で使用でき

る機能も有しています。また，各バス会社に問い合わせたところ，前橋駅から附属小学校前バス停まで

の区間等は従来の紙式定期券が発行されるそうですが，一部区間では現金か交通系 IC カードでのみ，

運賃を支払うことになる模様です。そこで，令和４年４月以降の本校における交通系 IC カードの使用

についての基本方針を下記のように設定いたしました。つきましては，ご理解，ご協力を賜りますとと

もに，お子さんに説明いただきますようお願い申し上げます。 

 

記 

 

１ 令和４年４月以降の交通系 ICカードの使用に関する基本方針 

 

◯交通系 ICカードの所持及び通学目的の使用については，保護者の責任において行う。 

 ・定期券としての機能及び事前に現金をチャージしておいて運賃を支払う機能について，保護者の

責任において使用させてください。  

 ・所持及び使用に際しては，「バスカード所持申請」のように，学校に届け出る必要はありません。 

 

◯通学目的以外の使用，所有者以外の使用を禁止する。 

 ・子どもたちを犯罪被害から守るためにも，通学目的以外の使用をすることがないよう，ご指導く

ださい。また，たとえ兄弟姉妹であっても貸し借りをすることがないようにしてください。 

 

◯校内で紛失した場合は，警察に連絡することがある。 

 ・金銭と同等の価値があるため，紛失した場合，学校で対応できる範疇を超える場合が考えられま

す。その場合，学校は警察に連絡し，発見に向けての協力をいただくことがあります。 

 

◯利用状況によって，今後，上記内容を変更していくことがある。 

 

２ 交通系 ICカードの所持及び使用上の留意点（お願い） 

◯別紙をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ 

群馬大学共同教育学部附属小学校 

電話：０２７―２３１―５７２５ 

担当：佐藤，桐生 



別紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 お子さんが登下校で交通系 IC を使用する場合，従来の紙式定期券に比べて，留意しなければならな

い点が増えます。お子さんが安全に登下校し，学習に集中できるように，使用上の留意点をご参照いた

だくとともに，ご指導いただきますようお願いいたします。 

 

１ 交通系 ICカードとは 

 交通系 ICカードには，Suicaや PASMO，nolbe等があります。主に次のような機能があります。 

①定期券としての機能 

②事前に現金をチャージしておいて，運賃を支払う機能 

③事前に現金をチャージしておいて，商店や自動販売機等で代金を支払う機能 

 

 

 

 

 

 

 

入手方法，使用方法等についての詳細は，各ホームページをご参照ください。 

 

JR東日本 HP：https://www.jreast.co.jp/suica/ 

株式会社パスモ HP：https://www.pasmo.co.jp/ 

群馬県 HP：https://www.pref.gunma.jp/houdou/h22g_00040.html 

前橋市 HP：https://www.city.maebashi.gunma.jp/soshiki/seisaku/kotsuseisaku/gyomu/5/2/1/31972.html 
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https://www.pref.gunma.jp/houdou/h22g_00040.html
https://www.city.maebashi.gunma.jp/soshiki/seisaku/kotsuseisaku/gyomu/5/2/1/31972.html


２ 使用に際して考えられるトラブルと対策 

 交通系 IC カードに現金をチャージした場合，金銭と同等の価値が生じます。紛失，盗難はもちろん

のことですが，子どもたちを犯罪被害から守るためにも通学目的以外の使用も避けなければなりません。

そこで，交通系 ICカードを使用する上で考えられるトラブルと対策について次のようにまとめました。 

 

トラブル例① 校内で交通系 ICカードを紛失してしまう。 

 教室において，交通系 IC カードはランドセルの中に入れて，教室後方のロッカーにしまいます。で

すが，パスケースの紐が切れたり，交通系 IC カードがパスケースから落ちてしまったりすることも考

えられます。 

防止するために  

 ◯学校では，交通系 IC カードが入ったパスケースは，必ずランドセルの中に入れて保管するよう指

導を徹底します。また，人の持ち物を勝手に触らないこと，交通系 IC カードの落とし物を発見し

たら，すぐに教員に知らせることを指導します。 

 ◯家庭では，お子さんが交通系 IC カードを所持していることを毎日確認してください。また，教室

での，交通系 ICカードの保管方法ついて，お子さんと相談して決めておいてください。 

 

 

トラブル例② 校外で交通系 ICカードを紛失してしまう。 

 校外で紛失した場合，思いがけず運賃が支払えなくなったり，不正に使用されたりすることが考えら

れます。 

防止するために  

 ◯お子さんが交通系 ICカードを所持していることを毎日確認してください。 

 ◯万が一にも不正使用等の被害にあうことを考え，高額なチャージをせずに，必要な金額をこまめに

チャージすることをお勧めします。 

 

 

トラブル例③ 登下校中に商店や自動販売機等で商品を購入してしまう。 

 交通系 IC カードには，事前に現金をチャージして，商店や自動販売機等で代金を支払う機能があり

ますので，登下校中に買い物をしてしまったり，代金の支払いを強要されたりすることも考えられます。

それらの行為は，子どもたちの安全を守る点からも絶対に避けなければなりません。 

防止するために  

 ◯定期券として使用する場合，月単位でなく，各学期の終業式の日までを日割りで購入することで，

現金をチャージする必要がなくなります。 

 ◯事前に現金をチャージしておいて，運賃を支払う機能を使用する場合は，高額なチャージをせずに，

必要な金額をこまめにチャージすることをお勧めします。 

 ◯パスケースに交通系 ICカードが入っていることを，分かりにくくすることも有効です。 

 ◯登下校目的以外で使用することの危険性や問題点について，お子さんとお話しいただければと思い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 



トラブル例④ 記名式の交通系 ICカードから，氏名等の個人情報が漏洩してしまう。 

 登下校の際は，名札をしまい，校外で氏名が分からないようにしています。これは，不審者に子ども

の名前を知られることで起こる犯罪被害を防ぐためです。記名式の交通系 IC カードを使用する場合，

透明なパスケースだと登下校中に氏名を見られてしまうことが考えられます。 

防止するために 

 ◯交通系 IC カードの場合，紙式定期券と違って表面の文字を運転手に見せる必要がありません。従

って，パスケースの表面を半透明の物などにすることによって，登下校中に個人情報が漏洩するリ

スクを減らすことができます。 

 

 

トラブル例⑤ チャージ残高不足で運賃支払いができなくなってしまう。 

 事前に現金をチャージして，運賃を支払う機能を使用する場合，必要な運賃の金額がチャージされて

いないと運賃が支払えなくなってしまうことが考えられます。その場合，運賃の支払い処理に時間がか

かり，他の乗客の迷惑になってしまいます。 

 

防止するために  

 ◯定期券は，月単位ではなく，各学期の終業式までの期間を日割りで購入することで，現金をチャー

ジする必要がなくなります。 

 ◯事前に現金をチャージして，運賃を支払う機能を使用する場合，お子さんの交通系 IC カードにチ

ャージされている金額を定期的に確認してください。駅構内の券売機での確認だけでなく，交通系

ICカードの種類によっては，スマートフォンアプリでも残高が確認できるそうです。 

 

 

交通系 ICカードの使用上の留意点についてのまとめ 

✩できるだけ定期券としての機能のみを使用し，各学期の終業式の日までを日割りで購入する。 

✩事前に現金をチャージして，運賃を支払う機能を使用する場合，必要以上に高額なチャージをしな

い。 

✩パスケースの形状やランドセル内の保管場所を工夫する。 

✩交通系 ICカードの所持，使用状況をこまめに確認する。 

 

お子さんが，安全に登下校し，学習に集中できるようにご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 


